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和田太（佐伯覚, 高岡徹,藤谷順子編） 上肢切断， 標準リハビリテーション医学 第4版
医学書院, 2023，東京, p333-336. 

ISBN:978-4260050418
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松田雅弘 小児理学療法学
羊土社、2023、P180-183

ISBN:978-4758102667

松田雅弘 小児理学療法学
医歯薬出版、2023、P160-177、P216-230、P252-262、P263-277

ISBN:978-4263267363

相澤純也
スポーツ理学療法学−動作に基づく外傷・障害の理解と評価・治療の進め方 

第3版

メジカルビュー社, 2023, p55-59. 

ISBN:978-4758320856

松田雅弘 地域理学療法学　第5版
医学書院、2023、p180-183. 

ISBN:978-4260050074

松田雅弘 中枢神経系理学療法学
医歯薬出版、2023、P100-111. 

ISBN:978-4263267417

藤野雄次 脳卒中リハビリテーション治療・支援のFirst step
メジカルビュー社, 2023, p188-205. 

ISBN:978-4758320917

藤野雄次 標準運動療法学専門分野　運動療法学各論第5版
医学書院, 2023, p226-238. 

ISBN:978-4260052931

相澤純也 標準理学療法学専門分野　運動療法学各論第5版
医学書院, 2023, p501-502. 

ISBN:978-4260052931

高橋哲也
理学療法士　集中治療テキスト　

「はじめに　～テキスト作成に至った経緯とミニマムスタンダード～」

真興交易医書出版部, 2023年, p14-18. 

ISBN:978-4880039466

齊藤正和 理学療法士集中治療テキスト
真興交易医書出版部, 2023年, p26-62. 

ISBN:978-4880039466

松田雅弘 リハビリテーション感染対策ハンドブック
三輪書店、2023、P26-34、P158-163、P168-172. 

ISBN:978-4895907897

高橋哲也
リハビリテーション感染対策ハンドブック

第4章　当事者への感染予防指導と工夫　1　運動療法と免疫

三輪書店，令和５年６月 ，pp.130-134. 

ISBN:978-4895907897

桃井康雅, 福島理文, 山本奈内子, 若山貴則, 小林慶司, 長尾

雅史, 中島啓樹, 齋田良知, 池田浩, 小林洋平, 石島旨章.

2年半にわたるCOVID-19流行による男女サッカー選手への身体的影響と

復帰前評価
臨床とウイルス、2023；51：115

早乙女雄紀, 大沼亮, 栗原靖, 松田雅弘. SPIDERを用いた運動療法がパーキンソン病患者に与える即時的効果の検討 理学療法科学 38(4): 229-233, 2023.

小林陽平, 杉水流豊, 宮園康太, 飯島崇敬, 仲桂吾, 藤野雄次, 

深田和浩, 三木啓嗣, 佐藤博文, 長谷川光輝, 西川順治.

機械学習を用いた急性期脳卒中患者における退院時ADLに関する因子の検討 ～

XGBoostおよびSHAP解析～
理学療法学, 2023; 50(5): 177-185

清水廉斗, 水野宥伽, 畠山明, 矢島颯太, 東 優奈, 宮森 隆行. 健常若年者における膝伸展1 repetition maximum予測式モデルの構築 順天堂保健医療学雑誌. 2023. 4: 26-34

松田雅弘, 藤野雄次, 高橋容子, 楠本泰士, 北原エリ子,

掛川圭, 藤原俊之.
腰部に負担の少ない乳幼児用の抱っこ紐の開発 順天堂保健医療学雑誌, 2023; 4(1): 35-39

宮森隆行, 長尾雅史, 斉藤大樹, 野津将時郎, 島嵜佑, 池田浩, 

吉村雅文.
腰部への高周波温熱刺激が筋組織弾性に及ぼす影響 順天堂保健医療学雑誌、2023；4：68-69

樋口拓哉、石垣直輝、松田雅弘、六角智之.
若年期のスポーツクライミング選手における手指障害-中指、環指PIP関節屈曲角

度に着目して-
日本臨床スポーツ医学会誌．2023；31（1）：6-11.
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篠原史都, 飯田有輝, 森沢知之, 山内康太, 小幡賢吾, 神津玲, 

河合佑亮, 井上茂亮, 西田修.
重症患者の入院関連能力障害と退院後における介護予防の必要性との関連 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌, 2023; 32 巻 (1)：84-90

星真行, 神先秀人, 縮井純一, 真壁寿.
地域在住高齢者における座位バランス低下は立位バランス低下や転倒要因と

関連するか.
日本予防理学療法学会雑誌 2023;2(1):24-31.

渡邉諄大, 佐藤真門, 秋山和樹, 吉田陸央, 寺田滉梓,

宮森隆行.

中臀筋力増強運動と神経筋電気刺激がジャンプ着地時の膝外反角および下肢の

多方向リーチ動作に及ぼす即時効果
順天堂保健医療学雑誌. 2023. 4:18-25

楠本泰士, 木村優希, 高木健志, 髙橋恵里, 松田雅弘, 新田收. 痙直型脳性麻痺患者における座位Index of Postural Stability の信頼性と妥当性 小児理学療法学．2023；1（1）：18-27

宮森隆行, 池田浩.  外傷・障害―サッカー「ジョーンズ骨折」― フットボール科学. 2023. 18:215-219

高橋哲也, 代田浩之.
【デジタル医療で循環器診療はどう変わる?】治す

遠隔心臓リハビリテーションの現状
Heart View，2023；27巻8号：796-800

藤原俊之, 阿瀬寛幸.
【リハビリテーション診療update】(VI章)その他・今後の展開

Virtual reality(VR)を用いたリハビリテーション治療
日本医師会雑誌2023；152：S298-S299

高橋哲也
【わが国の理学療法のこれからを展望するII】循環器疾患患者に対するこれから

の理学療法を展望する
理学療法，2023；40巻2号：108-115

高橋哲也
【集中治療における診療報酬改定を読み解く】早期からの回復に向けた取組への

評価　早期離床・リハビリテーション加算
ICUとCCU，2023；47巻6号：393-399

高橋哲也, 藤原俊之.
【新時代の循環器リハビリテーション医療のエビデンス】ICUにおけるリハビリ

テーション医療

The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine，2023；60巻4

号：278-284

高橋哲也, 岩田健太郎.
【病院リハビリテーションの進化】超急性期医療におけるリハビリテーションの

在り方　早期リハビリテーションの効果
病院，2023；82巻7号：594-599

高橋哲也, 佐々木嘉光, 塩田琴美, 徳田和宏, 馬路祥子,

山口良太, 米田モローネ裕香.

【理学療法の2040年】2040年に向けた理学療法の取り組み　新たなる役割と働

きかた
理学療法ジャーナル，2023；57巻4号：436-443

森本ゆふ, 關根美和, 池田恵, 澤龍一, ニーリーマーセラス, 

高橋哲也, 代田浩之.
eヘルスリテラシーに関する研究の動向—定義とフレームワーク— 日本健康教育学会誌 2023;31 (2):46-55.

齊藤正和 INTENSIVIST INTENSIVIST, 2023,15 (3):p451-456

藤原俊之 歩行機能改善を促すNeuromodulation
The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine60巻9号 

Page780-784(2023.09)

藤野雄次, 高橋哲也. 医療マンガが理学療法の社会的認知に与える影響について 順天堂保健医療学雑誌, 2023; 4(1): 8-10

藤野雄次, 高橋哲也. 医療マンガが理学療法の社会的認知に与える影響について 順天堂保健医療学雑誌，2023：4巻：8-10

植木純, 野村菜摘, 森沢知之. 遠隔呼吸リハビリテーションとセルフマネジメント支援 総合リハビリテーション, 2023; 51(3): 263-268

宮森隆行 下肢のケガの要因を探り、予防する-Jones骨折、肉ばなれを中心に- トレーニングジャーナル. 2023. 45(2):8-12

中出泰輔, 粕谷宏樹, 横山美帆, 齊藤正和.
急性期・回復期・維持期，それぞれの時期での心臓リハビリテーションに期待さ

れる効果と意義
循環器内科, 2023, 93（4）: 388-395

齊藤 彬, 高橋 哲也, 横堀 將司, 青柳 陽一郎. 急性期病院におけるACPと理学療法　救命救急センターでのACP 理学療法ジャーナル，2023；57巻10号：1190-1196

松田雅弘
講座 臨床評価における定量的データの収集と解釈の進め方：1．理学療法の臨床

評価における定量的データの収集と解釈の進め方
理学療法，2023;40(3)：276-282
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松田雅弘
講座 臨床評価における定量的データの収集と解釈の進め方：2．臨床評価の解釈

から導き出す臨床推論と全体像把握のための問診方法．
理学療法，2023;40(2)：180-187

森沢知之, 上野勝弘, 松尾知洋, 高橋哲也, 齊藤正和. 循環器患者に対する吸気筋トレーニングが身体機能、ADL、QOLに及ぼす影響 大和証券ヘルス財団研究業績集，2023：46号：125-130

齊藤正和, 高橋洋介, 森沢知之, 高橋哲也, 藤原俊之. 循環器疾患患者の生活場面における身体活動量の測定と運動指導の要点 理学療法, 2023, 40（4）: 331-340

森沢知之, 高橋哲也, 作山晃裕, 齊藤正和, 渡邉英孝,

望月正道, 菊地佑太, 横山美帆, 藤原俊之, 代田浩之.
心臓リハビリテーションにおける体組成評価の臨床応用 心臓リハビリテーション 2023;29(1):84-88.

齊藤正和、作山晃裕. 心不全患者のサルコペニアと栄養 臨床栄養, 2023, 143（1）: 18-23

相澤純也 心理的要因が運動機能に与える影響 理学療法ジャーナル, 2023; 57(9): 1071-1076

齊藤正和, 高橋洋介, 森沢知之, 高橋哲也, 藤原俊之. 生活場面における身体活動量の測定と運動指導の要点 理学療法, 2023, 40（4）: 331-340

和田治, 飛山義憲. 多様化する急性期理学療法 プレハビリテーション-整形外科領域 理学療法ジャーナル. 2023; 57(1): 44-49.

齊藤正和, 白井信行, 田宮創, 野地剛史, 山田洋二. 代謝疾患患者に対するこれからの理学療法を展望する 理学療法, 2023, 40（2）: 116-123

高橋容子, 山口智史, 藤原俊之. 知っておきたい神経科学のキィワード17　相反性抑制． Journal of Clinical Rehabilitation, 2023;32(8):791-795.

本間大智, 加藤直也, 高橋俊子, 片桐夏樹, 山口智史.
当院における急性期脳卒中患者に対する歩行練習支援ロボットの実施状況―

チェックリストを用いた運用
理学療法ジャーナル, 2023; 57(7): 875-877.

齊藤正和 透析中の運動処方2: レジスタンストレーニング Monthly Book Medical Reabilitation, 2023, 294: 51-56

高橋 哲也, 代田 浩之.
特集 デジタル医療で循環器診療はどう変わる? 治す14 【Expertise】遠隔心臓リ

ハビリテーションの現状
Heart View 2023;27(8):796-800.

相澤純也 日本スポーツ理学療法学会のこれから 一般社団法人日本理学療法学会連合設立の歩み, 2023; 85-87

高橋哲也 日本における理学療法技術の進歩 順天堂保健医療学雑誌，2023：4巻：2-7

高橋哲也 脳卒中・循環器病対策として理学療法士に求められるもの 秋田理学療法，2023；30巻1号：3-7

深田和浩, 関根大輔, 藤野雄次, 網本和, 高橋秀寿. 脳卒中後pusher現象の予後予測と目標設定 理学療法ジャーナル, 2023; 57(6): 665-672

相澤純也
半月板手術後の再損傷予防のためのリハビリテーション 臨床スポーツ医学, 2023; 40(6): 628-631

和田太 末梢神経障害における装具療法 Jpn J Rehabil Med, 2023; 60：218-221

岩津弘太郎
臨床評価における定量的データの収集と解釈の進め方(第9回)　

心エコーのデータ収集と解釈の進め方の第一歩　左室駆出率を正しく理解する
理学療法(0910-0059)40巻11号 Page1041-1046
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Sawa R, Miyamori T, Nagao M, Shimasaki Y, Ishihara Y, 

Hasegawa N, Imai J, Ono T, Ikeda H, Tashima K, Yoshimura 

M.

Football increase well-being and health-related quality of life in middle-

aged and older men.
World Congress on Science and Football 2023, Netherlands.2023.05

Sakamoto K, Miyamori T, Someya Y, Nagao M, Shimasaki Y, 

Masui Y, Imai J, Ono T, Ikeda H, Tashima K, Yoshimura M.

The effects of football experience on BMD and 25-OH-VD levels in 

middle-aged pre-menopausal women.
World Congress on Science and Football 2023, Netherlands.2023.05

Sakamoto K, Miyamori T, Someya Y, Nagao M, Shimasaki Y, 

Masui Y, Imai J, Ono T, Ikeda H, Tashima K, Yoshimura M.

The effects of football experience on serum vitamin D levels and BMD in 

middle-aged pre-menopaused women football players.
World Congress on Science and Football 2023, Netherlands.2023.05

Makabe H, Ogawa A, Awano M, Kaneko K.

Difference of Influence of Intermittent Blocking of Visual Information on 

Walking Parameters and Cortico-muscular Coherence Between Young 

Persons and Old Persons.

ISPGR WORLD CONGRESS, AUSTRALIA.2023.07

Matsuda T, Sato K, Kitahara E, Fujino Y, Fujiwara T,  Hattori 

N.

Case series of PD patients with and without immobility symptoms and 

gait function – Three-dimensional motion analysis.
6th World Parkinson Congress, Spain.2023.07

Yamaguchi Y,Ogawa J, Masumori H, Matsuda T.
Experiences and future　perspectives with two patterns of intensive 

online exercise training in early-stage Parkinson's disease.
WPC（World Parkinson Congress）, Spain.2023.07

Momoi Y, Saita Y, Nakajima R, Uchino S, Nishio H, Fukusato 

S, Wakayama T, Kobayashi Y, Ikeda H, Ishijima M.

Intra-Articular Injections of Platelet-rich Plasma Suppressed Progression 

in a Mouse Model of Traumatic Knee Osteoarthritis.
17th World Congress ICRS 2023, Spain.2023.09

Nozu S, Kristin A, Matsuda T, Takazawa Y.

Comparison of Sensorimotor Control Strategies between Individuals 

with/without 　Chronic Ankle Instability during the Star Excursion 

Balance Test.

ASICS SMA Conference 2023, Australia.2023.10

Sekiguchi T, Obo T, Kubota N, Matsuda T.
LSTM-Based Motion Trajectory Prediction in a Perceiving-Acting Cycle 

System.
IEEE SMC 2023, USA.2023.10

Kudo D, Tadaki K, Yoshida K, Sato T, Katagiri N, Nito M, 

Shigeo T, Yamaguchi T.

Combination of individualized oscillatory tDCS and electrical noise 

stimulation can facilitate corticomuscular coherence and motor skill 

acquisition in healthy individuals.

The 52th Annual Meeting of the Society for Neuroscience, USA.2023.11

Saitoh M, Usui N, Kojima S, Sato Y, Abe Y.
Osteosarcopenia and risk of protein energy wasting and physical frailty 

among patients undergoing hemodialysis.
ACPT2023, Thailand.2023.11

Morisawa T,Kunieda Y, Koyama S, Takahashi Y, Takakura T, 

Sawa1 R , Fujino Y,  Saitoh M, Matsuda T, Takahashi T, 

Fujiwara T.

Rates and characteristics of respiratory sarcopenia in older adults living 

in the community.
16th Asian Confederation for Physical Therapy, Thailand.2023.11

Sawa R, Tanaka B, Yamamoto J, Yamada M.
Environmental hazards as a predictor of serious falls in and around 

homes among the old-old living in the community.

16th Asian Confederation for Physical Therapy Congress, 

Thailand.2023.11

Takahashi Y, Yamaguchi T, Haruyama K, Fujiwara T.
The effect of femoral nerve electrical stimulation and patellar tendon 

vibration on spinal heteronymous pathways.
ACPT congress 2023, Thailand.2023.11

髙橋容子 痙縮運動障害に対する電気刺激療法 日本物理療法研究会第5回SIGカンファレンス, オンライン.2023.01

相澤純也
前十字靱帯損傷・再建術後のスポーツ理学療法－再損傷予防とパフォーマ

ンスエンハンスメント－
北海道理学療法士会第234回技術講習会, 北海道.2023.01

相澤純也 スポーツ外傷・障害への理学療法 下肢
認定理学療法士臨床認定カリキュラム（東京都理学療法士協会スポーツ

局）, 東京.2023.01
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藤野雄次 「脳卒中患者への運動機能回復に必要なリハビリテーションについて」 第23回NPO法人日本脳神経血管内治療学会関東地方会, 東京.2023.02

相澤純也 膝関節のスポーツ理学療法 日本スポーツ理学療法学会・第１回臨床研究支援セミナー, Web.2023.02

山口智史 物理療法の評価と治療 日本物理療法合同学術大会2023, 東京.2023.02

相澤純也 物理療法をどのように使うのか、使わないのか 日本物理療法合同学術大会2023, 東京.2023.02

相澤純也 スポーツ外傷・障害への理学療法 下肢
認定理学療法士臨床認定カリキュラム（横浜市スポーツ医科学センター）, 

神奈川.2023.02

岩津弘太郎 心不全における骨格筋異常への神経筋電気刺激療法 第6回日本物理療法研究会SIGカンファレンス, オンライン.2023.03

岩津弘太郎 理学療法士の視点で考える心不全の栄養サポート 第87回日本循環器学会学術集会, 福岡.2023.03

髙橋容子
若手学際シンポジウム〜姿勢・歩行の神経制御に迫る〜 「脳卒中患者の下

肢運動障害や歩行に関わる脊髄神経経路」
第19回姿勢と歩行研究会, 2023.03

池田浩 整形外科医からみる足育と運動 運動能力と足育セミナー, 北海道.2023.03

池田浩 ひざ痛との正しいお付き合いの仕方（変形性ひざ関節症） 市民公開講座（順天堂大学保健医療学部）, 東京.2023.04

山口智史 理学療法領域におけるDXの現状と可能性 リハビリテーション医療DX研究会 第1回学術集会, 沖縄.2023.04

宮森隆行 サッカーのメディカルサポート〜障がい者（CP）サッカー 第13回順天堂スポーツフォーラム, 東京.2023.06

相澤純也 大会長企画「スポーツ理学療法の実際－臨床・実践、研究、教育－」 第26回静岡県理学療法学術大会, 静岡.2023.06

藤原俊之 末梢磁気刺激のリハビリテーション治療への応用 第60回日本リハビリテーション医学会, 福岡.2023.06

藤原俊之 脳卒中上肢機能障害に対する新しいリハビリテーション治療 第60回日本リハビリテーション医学会, 福岡.2023.06

相澤純也 スポーツ外傷・障害への理学療法 下肢
認定理学療法士臨床認定カリキュラム（横浜市スポーツ医科学センター）, 

神奈川.2023.06

宮森隆行 スポーツ理学療法における徒手理学療法 第28回日本徒手理学療法学会学術大会, 埼玉.2023.07

岩津弘太郎 心臓リハビリテーションにおける神経筋電気刺激療法 第29回日本心臓リハビリテーション学会学術集会, 神奈川.2023.07

岩津弘太郎 循環器疾患患者の骨格筋障害に対する神経筋電気刺激療法の適用 第29回日本心臓リハビリテーション学会学術集会, 神奈川.2023.07

相澤純也
オリンピック，パラリンピック東京におけるポリクリニックでの理学療法

の実践

第 60 回日本リハビリテーション医学会学術集会日本理学療法士協会合同

シンポジウム, 福岡.2023.07

池田浩 Jリーグドクターの役割とトレーナーとの連携 SOCCER MEDICAL CAMP 2023, 東京.2023.08

スポーツ外傷・障害への理学療法 下肢 認定理学療法士臨床認定カリキュラム（帝京平成大学）, 東京.2023.08

飛山義憲 大腿骨近位部骨折に対する栄養理学療法 第9回日本栄養・嚥下理学療法学会学術大会, 新潟.2023.09

藤原俊之, 補永薫, 山口智史, 高橋容子.
リハビリテーションコース 神経伝導検査(F波、表面筋電図、H反射、相反

性抑制)
第17回臨床神経生理技術講習会, 東京.2023.09

藤野雄次 「姿勢バランス障害に対する理学療法ガイドライン」 第21回日本神経理学療法学会学術大会, 神奈川.2023.09

髙橋容子 教育講演Ⅲ 評価編：運動機能・筋緊張の評価の種類と特徴. 第21回日本神経理学療法学会学術大会, 神奈川.2023.09

相澤純也 膝スポーツ外傷のバイオメカニクスと理学療法 兵庫県理学療法士会研修会, Web.2023.09

岩津弘太郎 心臓リハビリテーションにおける電気刺激・磁気刺激 第2回日本末梢磁気刺激（PMS）研究会, 東京.2023.10

相澤純也 ACL損傷患者に対する理学療法 一般社団法人京都府理学療法士会生涯学習部第4回研修会, 京都.2023.10

松田雅弘 先端技術を応用したリハビリテーション医療と生活支援機器の可能性 第39回日本義肢装具学会学術大会, 岡山.2023.10

藤原俊之 リハビリテーション医学の進歩 第41回日本神経治療学会, 東京.2023.11



国際学会・招待講演・国内学会

演者 タイトル 学会等

松田雅弘
先端的な支援工学技術を活かした生活支援の展望-社会に求めること、地方

で行えること-
第51回四国理学療法士学会, 高知2023.11

藤原俊之 脊髄刺激　歩行障害に対する経皮的脊髄電気刺激システム 第53回日本臨床神経生理学会, 福岡.2023.11

藤原俊之 脊髄反射と歩行 第53回日本臨床神経生理学会, 福岡.2023.11

松田雅弘 「2040年を展望した職域拡大のためのグランドデザイン」 日本精神・心理領域理学療法研究会合同学術大会, 東京.2023.11

飛山義憲 膝関節に対する理学療法 京都府理学療法士会生涯学習部技術講習会, 京都.2023.11

池田浩 ひざ痛との正しいお付き合いの仕方 健康講座（整形外科シリーズ）, 千葉.2023.11

相澤純也
講義(16)カリキュラムNo16 「スポーツ外傷とスポーツ障害(2): 筋組織と

テーピング」

令和3年度日本スポーツ協会公認スポーツデンティスト養成講習会, 東

京.2023.11

相澤純也 合同シンポジウム①2040 年を展望した職域拡大のためのグランドデザイン
日本理学療法管理学会・日本精神・心理領域理学療法研究会 合同学術大

会 2023, 埼玉.2023.11

松田雅弘 先端技術を活かしたリハビリテーションと生活支援 第12回日本支援工学理学療法学会学術大会, オンライン.2023.12

松田雅弘 臨床理学療法へのつながり〜Inspire The Next Fukuoka〜 第105回福岡県理学療法士会学術研修大会, 福岡.2023.12

齊藤正和, 作山晃裕, 森沢知之, 高橋哲也, 代田浩之. アクティブビデオゲームを活用した心臓リハビリテーションの可能性 第267回日本循環器学会関東甲信越地方会, 東京.2023.02

佐藤孝嗣, 片桐夏樹, 菅沼早紀, Ilkka Laakso, 田辺茂雄,

大須理英子, 田中悟志, 山口智史.

異なる電流方向による経頭蓋直流電気刺激と立ち座りトレーニングの併用

が 運動パフォーマンスと皮質興奮性に及ぼす影響
日本物理療法学会合同学術大会2023, 東京.2023.02

徳田光紀, 瀧口述弘, 吉川義之, 佐藤哲也, 高松昇三, 山口智史.
膝痛に対する経皮的神経電気刺激（TENS）が日常生活活動および心理面に

及ぼす効果 －1年間の長期介入による症例報告－
日本物理療法学会合同学術大会2023, 東京.2023.02

齊藤正和 CKD患者のレジスタンストレーニング 第13回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 埼玉.2023.03

齊藤正和 透析患者のサルコペニア・フレイル予防：理学療法士からの視点 第13回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 埼玉.2023.03

吉村雅文, 澤龍一, 宮森隆行, 長尾雅史, 島嵜佑, 今井純子,

小野剛, 池田浩, 田嶋幸三.

シニアサッカー選手における世代別のサッカーに対するモチベーションお

よび健康関連QOLについて
第20回日本フットボール学会, 埼玉.2023.03

坂本季実子, 宮森隆行, 染谷由希, 長尾雅史, 島嵜佑, 舛井裕樹, 

今井純子, 小野剛, 池田浩, 田嶋幸三, 吉村雅文.
シニア女性のサッカー経験が血中ビタミンDと骨密度に及ぼす影響 第20回日本フットボール学会, 埼玉.2023.03

高橋哲也
集中治療認証理学療法士作ります　集中治療専門理学療法士制度設立に向

けて
第50回日本集中治療医学会学術集会, 京都.2023.03

河合佑亮, 野々山忠芳, 大倉和貴, 北山未央, 成田知大, 宮城島沙

織, 近藤豊, 吉廣尚大, 卯野木健, 高橋哲也, 西田修.

重症患者リハビリテーション診療ガイドラインできました!　重症患者に対

して神経筋電気刺激または/および床上エルゴメータを行うか?
第50回日本集中治療医学会学術集会, 京都.2023.03

川崎達也, 卯野木健, 林田敬, 安藤守秀, 飯田有輝, 笠井史人,

河合佑亮, 神津玲, 齊藤正和, 櫻本秀明, 佐々木信幸, 佐浦隆一, 

對東俊介, 中村謙介, 高橋哲也, 西田修, 日本集中治療医学会集

中治療早期リハビリテーション委員会

重症患者リハビリテーション診療ガイドラインできました!　重症小児に対

するリハビリテーション
第50回日本集中治療医学会学術集会, 京都.2023.03

卯野木健, 林田敬, 安藤守秀, 飯田有輝, 川崎達也, 笠井史人,

河合佑亮, 神津玲, 近藤豊, 齊藤正和, 櫻本秀明, 佐々木信幸,

佐浦隆一, 對東俊介, 中村謙介, 高橋哲也, 西田修, 日本集中治療

医学会集中治療早期リハビリテーション委員会

重症患者リハビリテーション診療ガイドラインできました!　日本版重症患

者リハビリテーション診療ガイドライン2023の概要
第50回日本集中治療医学会学術集会, 京都.2023.03

高橋佑太, 森沢知之, 岡本洋史, 松元紀子, 加藤渉, 齊藤正和,

高橋哲也, 藤原俊之.
敗血症患者における骨格筋の質と入院関連機能低下の関連 第50回日本集中治療医学会学術集会, 京都.2023.03
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演者 タイトル 学会等

高橋哲也, 横山美帆, 森沢知之, 齊藤正和, 鍵山暢之, 葛西隆敏, 

南野徹, 代田浩之.

Feasibility of Multi-Patient Online Cardiac Rehabilitation under Real-

Time ECG Monitoring(タイトル和訳中)(英語)
第87回日本循環器学会学術集会, 福岡.2023.03

Saitoh M, Sakurada K, Morisawa T, Iida Y, Iwata K, Kato M, 

Kamiya K, Kono Y, Taya M, Funami Y, Takahashi T.

Prognostic impact of hospital-acquired disability in older frail patients 

with heart failure: A nationwide J-Proof HF study.
第87回日本循環器学会学術集会, 福岡.2023.03

松尾知洋, 森沢知之, 山本智史, 入羽恭平, 前畑美幸, 藤井大輔, 

岩城弘和, 高橋哲也.

回復期リハビリテーション病棟における心臓リハビリテーション効果　循

環器内科・心臓血管外科別の検討
第87回日本循環器学会学術集会, 福岡.2023.03

高橋哲也, 横山美帆, 菊地佑太, 望月正道, 渡邉英孝, 森沢知之, 

齊藤正和, 鍵山暢之, 葛西隆敏, 南野徹, 田端実, 代田浩之.

心臓外科術後の退院後早期の身体機能の回復や要介護度の重度化防止に対

する遠隔リハビリの効果
第87回日本循環器学会学術集会, 福岡.2023.03

齊藤正和, 澤龍一.
地域在住高齢者の食品摂取の多様性と身体的、精神的および社会的フレイ

ルの関連性
第38回日本臨床栄養代謝学会, 兵庫.2023.05

高橋哲也, 礒良崇, 宮澤僚, 山本智史, 松尾知洋, 森沢知之.

循環器病の維持期・生活期リハビリテーションと複合リハビリテーション

の現状と課題-厚生労働科研事業からの報告-　心臓病の複合リハビリテー

ションの現状と課題

第60回日本リハビリテーション医学会学術集会, 福岡.2023.06

齊藤正和, 臼井直人, 篠崎信人, 三上健太, 白井信行, 佐藤陽一, 

倉持陽太, 岡村大介, 山田洋二, 阿部義史, 長島瑞希, 小島将.

血液透析患者の栄養リスク指標（NRI-JH）の重症度分類とフレイル、身体

機能および身体活動量との関連：REPnet レジストリー
第68回日本透析医学会学術集会学術集会・総会, 兵庫.2023.06

桃井康雅, 小林洋平, 福島理文, 小林慶司, 若山貴則, 山本奈内子, 

中島啓樹, 長尾雅史, 齋田良知, 池田浩.

育成年代を含めた男女サッカー選手におけるCOVID-19の発生状況と復帰前

評価
日本スポーツ整形外科学会2023, 広島.2023.06

小林慶司, 小林洋平, 秋吉直樹, 山本奈内子, 桃井康雅,

若山貴則, 長尾雅史, 中島啓樹, 齋田良知, 池田浩, 石島旨章.
中学・高校年代サッカー選手における5年間の外傷・障害調査 日本スポーツ整形外科学会2023, 広島.2023.06

塩澤淳, 有田均, 森尾秀徳, 池田浩, 石島旨章.
日本フットボールリーグ（JFL）所属サッカーチームにおけるシーズン中の

股関節内転筋肉離れ発生率とそのリスク因子の検討
日本スポーツ整形外科学会2023, 広島.2023.06

齊藤正和 早期離床・リハビリテーションにおけるタスク・シフト／シェアの推進 日本集中治療医学会第7回関東甲信越支部学術集会, 東京.2023.07

齊藤正和 心血管疾患患者のレジスタンストレーニングの理論と実際 第29回日本心臓リハビリテーション学会学術集会, 神奈川.2023.07

Nito M, Kudo D, Tadaki K, Yoshida K, Shigeo T,

Yamaguchi T.

Transcutaneous spinal random noise stimulation enhances corticospinal 

transmission in healthy humans.
第17回Motor Control研究会, 東京.2023.08

Nito M, Kudo D, Tadaki K, Yoshida K, Shigeo T,

Yamaguchi T.

Transcutaneous spinal random noise stimulation enhances corticospinal 

transmission in healthy humans.
第46回日本神経科学大会, 宮城.2023.08

高橋容子, 山口智史, 住瀬洋二, 藤野雄次, 室井健三, 高橋哲也, 

藤原俊之, 代田浩之.

スマートグラスによる教員の視野情報共有を活用した遠隔理学療法教育の

取り組み.
2023年度ICT利用による教育改善研究発表会, 東京.2023.08

掛川圭, 松田雅弘, 高橋哲也, 大保武憲, 代田浩之.
加速度モーションセンサを使用した遠隔理学療法が動きの精度に及ぼす影

響
LIFE2023, 新潟.2023.09

松田雅弘, 二瓶美里, 西浦裕子, 白銀暁, 蜂須賀知理.
支援機器コーディネーターの人材育成プログラムの活用・普及促進に関す

る調査
LIFE2023, 新潟.2023.09

二瓶美里, 松田雅弘, 石井豊恵.
支援機器の開発促進：開発者と臨床家をモニター評価（実証評価）で繋ぐ

試み
LIFE2023, 新潟.2023.09

西浦裕子, 二瓶美里, 松田雅弘.
支援機器開発およびモニター評価をコーディネートする人材の育成につい

て
LIFE2023, 新潟.2023.09
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高橋琢真, 藤野雄次, 北原エリ子, 高橋哲也, 藤原俊之, 代田浩之. 音声認識システム導入が理学療法士の業務負担に及ぼす効果
LIFE2023（日本機械学会福祉工学シンポジウム2023・第38回ライフサ

ポート学会大会・第22回日本生活支援工学会大会）, 新潟.2023.09

岩崎寛之, 藤野雄次, 樋田あゆみ, 丸山元, 高橋秀寿.
急性期軽症脳梗塞患者における退院時最高酸素摂取量と入院中歩数との関

連
第21回日本神経理学療法学術大会, 神奈川.2023.09

千葉裕也, 井上真秀, 網本和, 関根大輔, 深田和浩, 岩崎寛之,

藤野雄次, 高橋秀寿.

急性期脳卒中片麻痺患者における両側への側方体重移動能力とバランス能

力の関連性
第21回日本神経理学療法学術大会, 神奈川.2023.09

川島幸太郎, 藤野雄次, 関根大輔, 網本和, 藤原俊之.
急性期脳卒中患者における後頚部振動刺激が主観的身体垂直認知におよぼ

す影響
第21回日本神経理学療法学術大会, 神奈川.2023.09

小出菜摘, 藤野雄次, 川島幸太郎, 伊倉実花, 三山果子,

藤原俊之.

健常者における静止立位時と歩行時の直流前庭電気刺激に対する姿勢応答

とその関連
第21回日本神経理学療法学術大会, 神奈川.2023.09

井上真秀, 網本和, 志田航平, 関根大輔, 長谷川大地, 岩崎寛之, 

藤野雄次, 高橋秀寿.

発症早期脳卒中患者の座位におけるWeight-Bearing Asymmetryの特徴に関

する検討
第21回日本神経理学療法学術大会, 神奈川.2023.09

関根大輔, 藤野雄次, 深田和浩, 網本和, 高橋秀寿.
非麻痺側への閉眼傾斜座位保持が座位バランス改善に寄与したPusher現象

を伴う脳血管障害患者1例
第21回日本神経理学療法学術大会, 神奈川.2023.09

春山幸志郎, 川上途行, 宮井一郎, 野尻宗子, 藤原俊之.
脊髄小脳変性症および多系統萎縮症患者へのリハビリテーション介入によ

る QoL 向上:構造方程式モデリング 
第21回日本神経理学療法学会学術大会, 2023.09

杉江正光, 奈良毬那, 高橋哲也, 原田和昌, 許俊鋭, 井藤英喜.
運動療法困難なフレイル高齢者を対象とした和温療法による老年症候群・

フレイルへのアプローチ
第71回日本心臓病学会学術集会, 東京.2023.09

森本ゆふ, 池田恵, 關根美和, 澤龍一, 高橋哲也, 代田浩之. 日本語版eHealthリテラシー評価ツールの翻訳と精度の検証 ヘルスコミュニケーションウィーク2023〜福島〜, 福島.2023.09

齊藤正和 生活習慣病における理学療法ー代謝疾患の予防理学療法ー 第10回日本予防理学療法学会学術集会, 北海道.2023.10

齊藤正和
フレイルを呈する循環器疾患患者のPICS予防に向けた早期リハビリテー

ション
第10回日本予防理学療法学会学術集会, 北海道.2023.10

澤龍一, 山本純志郎, 坂野裕也, 田中武一, 山田実.
日本における居住環境の転倒ハザードチェックリストの作成および評価者

間信頼性と内容妥当性の検討
日本転倒予防学会 第10回学術集会, 京都.2023.10

小見大和, 小糸郁也, 山本蒼海, 吉田千尋, 春山幸志郎. 歩きスマホ中の視野制限が障害物跨ぎ動作に与ぼす影響 第42回関東甲信越ブロック理学療法士学会, 2023.10

高橋 哲也 運動療法の核心 第60回 日本臨床生理学会総会, 群馬.2023.10

城井麻美子, 松田雅弘.
痙直型脳性麻痺児の座位から立位動作時における運動学的特性に関する文

献レビュー
日本小児理学療法学会学術大会, 北海道.2023.10

島川朋享, 山内裕樹, 比嘉清志郎, 池田浩. 10年間継続して行ったビーチサッカー全国大会の外傷・障害報告 第34回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 神奈川.2023.11

山口奈美, 田島卓也, 長澤誠, 森田雄大, 横江琢示, 帖佐悦男,

池田浩, 斉藤雅彦, 鈴木朱美, 長尾雅史.
コロナ禍におけるサッカー日本代表の活動 第34回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 神奈川.2023.11

武冨修治, 長尾雅史, 赤木龍一郎, 加藤晴康,  福島理文,

大橋洋輝, 松下雄彦, 池田浩.
サッカーにおける取り組み：JFA-Survey 第34回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 神奈川.2023.11

秋吉直樹, 小林洋平, 齋田良知, 長尾雅史, 中島啓樹, 小林慶司, 

若山貴則, 桃井康雅, 池田浩.
ハムストリングス肉離れの再受傷は大腿二頭筋に多く発症する 第34回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 神奈川.2023.11

岩木峻平, 宮森隆行, 髙澤祐治, 長尾雅史, 西尾啓史, 野津将時朗, 

斎藤正治, 福井隆久, 吉田友哉, 甲能萌.
ポンプ操法訓練中の外傷・障害予防を目的とした運動プログラムの開発 第34回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 神奈川.2023.11



国際学会・招待講演・国内学会

演者 タイトル 学会等

坂田淳, 鈴木龍大, 内田智也, 筒井俊春, 中村絵美.
投球パフォーマンスと投球障害の共通項とその改善，シンポジウム整形⑥

投球パフォーマンス向上と障害発生の予防
第34回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 神奈川.2023.11

本間勇伎, 筒井俊春, 坂槙航, 樋口明奈, 中村絵美, 鳥居俊. 発育器男子野球選手における踵骨骨端核の発育段階と踵部痛との関係 第34回日本臨床スポーツ医学会学術集, 神奈川.2023.11

井上拓海, 倉坪亮太, 青柳荘志, 佐伯悠里香, 田中吏, 塩田有規, 

窪田敦之, 小松孝行, 長尾雅史, 中村絵美, 岸本康平, 髙澤祐治.
腱板断裂を有する中高年期野球競技者の肩峰骨頭間距離と肩関節痛の関係 第34回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 神奈川.2023.11

齊藤正和 心不全患者に対する包括的心臓リハビリテーションの重要性
ストラクチャークラブ・ジャパンライブデモンストレーション2023, 東

京.2023.11

中村絵美, 田村知佳. 女子硬式野球選手における片脚スクワット動作と軸足バランス機能の関係 日本野球学会第1回大会, 滋賀.2023.12

藤原俊之
Transcutaneous spinal electrical stimulation for gait rehabilitation among 

patients with stroke.
第53回日本臨床神経生理学会学術大会, 福岡.2023.12

春山幸志郎, 山口智史, 田辺茂雄, 藤原俊之.
下肢末梢神経へのランダムノイズ電気刺激が動的立位制御能力へ及ぼす影

響
第53回日本臨床神経生理学会学術大会, 福岡.2023.12

高野圭太, 山口智史, 菊間香乃, 奥山航平, 片桐夏樹, 佐藤孝嗣, 

田辺茂雄, 近藤国嗣, 藤原俊之.

健常者におけるペダリング運動と経皮的脊髄電気刺激の併用がposterior 

root muscle reflexesに与える影響
第53回日本臨床神経生理学会学術大会, 福岡.2023.12

須藤路子, 伊藤憲治. 日本人大学生における英語習熟度の指標とリスニング力との関係 日本音響学会講演論文集, 615-616,

須藤路子, 東根明人, 伊藤憲治, 桐野衛二. 幼児の言語能力と社会認知能力の発達に運動が与える効果 日本音響学会講演論文集, 1013-1016,

藤原俊之 仮想現実運動電気薬学治療機器 特願2023-102268.


